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［ 地域クラスターの日本的成功要素 ］ 
 
＜形成要素＞  ①. 知的集積  ②. 世界的技術  ③. 地場産業・技術 
      ④. 核となる中堅企業 ⑤. 核となるベンチャー ⑥. 経済的危機感 




＜アウトプット ⑬. ベンチャー企業群の出現  ⑭. 地域や国内での注目度 








○人材流動性・「誘引力」の向上 ～ 国内外に開かれた魅力ある地域づくり 
○公的 R&D 拠点の形成・機能強化 ～ 知の創出の中核としての大学・公的研究機関 
○「場」の形成・ネットワーク構築による連携の深化 ～「セクター内連携」の重要性 
○多様なキーパーソンによる日本型リーダーシップの構築～洞察･慧眼と人材の求心力 
○ハイテク・ベンチャーの活用 ～ 起業家人材の育成・確保、サポートシステムの構築 
○多重クラスター化の促進 ～ 市場･人材流動のグローバル化を踏まえたフェーズ進化 
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 (2) 欧米の成功地域についての資料調査及び現地ヒアリング調査 
 (3) 国内の特色ある地域を対象にした資料調査及びヒアリング調査 
(4) 国内外の学会・会議等への参加による情報収集及び文献調査 
(5) 調査結果の分析・考察 





































                                                  
2 地域イノベーションの成功要因及び促進政策に関する調査研究～欧米のクラスター事例と日本の





























ハ イ テ ク 要 素 を 加 味 し た
イノベーティブなクラスター
狭 義 の ク ラ ス タ ー























                                                  
5 http://www.compete.org/publications/clusters_reports.asp 参照 
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1-5 調査対象地域の選定 
 1-5-1 海外地域 
本件調査研究では、各種レポート・出版物等で頻繁に取り上げられている海外のク
ラスター先進事例につき現地調査を行い、クラスター形成の成功要因の抽出・分析を









































 ＜専門家委員会の概要＞ （※所属は 2004年 3月現在） 
1 名 称 地域イノベーション検討委員会 
2 目 的 定期的に有識者の確認、助言を受け、より効果的な調査研究を行う。 
 
3 委 員 
（敬称略） 
 
委員長：松田 修一（早稲田大学教授）  
委 員：金井 一頼（北海道大学教授） 
西澤 昭夫（東北大学教授） 









小門 裕幸（法政大学教授）      下田 隆二（東京工業大学教授） 
角南 篤 （政策研究大学院大学助教授） 
清家 彰敏（富山大学教授）      田村 泰一（早稲田大学助教授） 
野長瀬 裕二（埼玉大学助教授）  渡辺 康正（神戸大学助教授） 
5 
委 員 会 
開催状況 
準備会 2002年 5月 23日(木) 於･文部科学省別館(千代田区霞ヶ関) 
第 1回  〃   7月 23日(火)      〃 
第 2回  〃  10月 10日(木) 於･経済産業省別館(千代田区霞ヶ関) 
第 3回  〃  12月 9日(月)  於･文部科学省別館(千代田区霞ヶ関) 
第 4回 2003年 3月 7日(金)        〃 
第 5回  〃   5月 29日(木)         〃 
第 6回  〃   9月 4日(木)       〃 
第 7回  〃  12月 1日(月)  於･経済産業省別館(千代田区霞ヶ関) 
第 8回 2004年 3月 29日(月)  於･三菱ビル   (千代田区丸の内) 
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図表 1-2  海外調査対象地域 
                                   ＜敬称略＞ 
都市名 































バイオ 俵 03年 10月  
政策研ﾆｭｰｽ 
№182 4 
















IT 計良 03年 11月 前田 昇 
政策研ﾆｭｰｽ 
№183 
※1 樋口 晋一（科学技術政策研究所企画課（第 3調査研究グループ併任）） 
※2 前田 昇客員研究官の過去数回の調査に基づく。 
※3 毎月 1回発行、http://www.nistep.go.jp/index-j.html－「政策研ニュース」参照。 
※4 上海現地調査参画及び北京現地調査の指導（03年 10月調査）
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図表 1-3 国内調査対象地域 






































































































バイオ 計 良 
02年 7月 






















俵 02年 7月 前田 昇 
※1 向山 幸男（2003年 3月まで第 3調査研究グループ総括上席研究官） 
※2 岡  精一（2003年 3月まで第 3調査研究グループ特別研究員） 
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図表 2-2 2003 年度調査地域 
 
国 地域 調査趣旨・背景 
ドイツ ミュンヘン ITバブル崩壊後の経済状況の調査 立ち上
成長・
米 国 ボストン 大学を核としたベンチャー創出・ネットワ
ークの形成の持続的発展 成長・
























































                                                  
6 Initial Public Offering 
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ンヘンは連邦教育研究省 (BMBF) の BioRegio プログラム (バイオクラスター創成に
関する地域競争的資金配分プログラム；1996-2000) の 3(+1)件のモデル地域の 1 つに
選ばれた「バイオテク地域」としても特長を有する都市である。 
 その特長の 1 つは、大学 (Ludwig-Maximilians-Universität [LMU], Technische 









第 1 期: イニシアティブフューチャーバーバリアⅠ (1994 年、1,500 百万ユーロ (約
1,800 億円) ) 、第 2期: 同 Ⅱ (1996年、1,250 百万ユーロ (約 1,500億円) ) 、第 3
期: ハイテクイニシアティブ (2000年、1,350百万ユーロ (約 1,620億円) ) であり、
ミュンヘンのみならず州内各地域のイノベーション促進に対する主体的取組を盤石な
－  － 12
ものとし、州の失業率低減  (2001 年 6.0%: 独平均 9.8%) や起業促進  (自営
率;self-employment rate 2001年 11.3%: 独平均 9.9%) に貢献している。 
 
2-1-3 選択と集中、市場メカニズムを意識した地域間競争の促進 
 州政府はミュンヘンをはじめ、州内 7 つの主要地域でそれぞれ特長のある技術分野 
(自動車、医療技術、バイオ・薬品、ICT、電機、航空宇宙、機械等) を集中的に伸ばす
政策 (センターオブエクセレンス) を展開し、この支援にハイテクイニシアティブ中の
668 百万ユーロ (約 800 億円) を、また各地域の研究プロジェクトに 264 百万ユーロ 












社から 2001年 115社と、5年で 3倍
を越える急速な伸び(Bio-M社調べ)を
示している。また、1998～2000年の






え始めているようである。ヒアリング結果によると、2001 年、州内に約 70 社の VC
が本拠を構えてドイツ全体の 30%の VC投資を惹きつけていたが、現在(2003年)は IT
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図 2-7 Bio-M 社の Logo Poster 
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図表 2-8 海外先進クラスターの離陸時の強さと現状 
 
地域名 ミュンヘン  分 野 創薬・バイオテクノロジー
成功要素 離陸時の強さ 現状 









4 初期に核となる企業が数社存在   
































13 IPO (株式公開) による信用度
アップ、高成長 
 MediGene, GPC Biotech 等 5 社が
IPO(1998～2000) 
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※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
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1981年にはケンブリッジ市に「Genzyme」社が各々設立されたのを皮切りに、過去





















他方、州政府は民間 VCからの資金調達が困難なハイテクベンチャーの起業化支援  
のため、官製 VC「Massachusetts Technology Development Corporation」（州技術
















図表 2-12 起業数の推移 
（マサチューセッツ州） 





※                                    ※ 
【事例分析 2】 
○バイオクラスター発展の経緯・現状 









そうなると、これらの資金を求め、若手の教職員（Assistant Professor や Associate 








こうした流れの中で、州政府が行った最大の投資は、「University of Massachusetts, 
Medical School」の設立である。20年前の何もなかった状態から、今では米国をリー


























※                                    ※ 
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
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図表 2-14 海外先進クラスターの離陸時の強さと現状 
 
地域名 ボストン   分 野 バイオ 
成功要素 離陸時の強さ 現状 
1 核地域は 30 分以内のアクセス ルート 128 沿線への企業集中立地  
2 核となる世界レベルの研究開発
力 






4 初期に核となる企業が数社存在   














         MIT の連携窓口 
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2-3-3 地域イノベーションの進展 
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図 2-17 海外先進クラスターの離陸時の強さと現状 
 
地域名 北京（中関村）  分 野 IT 
成功要素 離陸時の強さ 現状 










4 初期に核となる企業が数社存在   
































13 IPO (株式公開) による信用度
アップ、高成長 
 連想、北大方正 等が IPO 
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究所や大学の知的集積の場であったが、1997 年の IMF 危機以降 99 年に中央政府
が進めたスピンオフ推進政策により研究機関からのスピンオフや大学からのベンチ
ャー等が急増、今や世界的に注目される IT／バイオクラスターに成長し始めている。 





  テドク・バレーは大学や政府研究機関の知的集積地で、5 キロ四方の科学技術団
地に大学が 4つ、政府系研究所が 30、民間研究所が 25、計 16,000人の修士・博士
が研究開発に携わっている。そのうち博士は 6,900 人という超知的集積バレーであ
る。テドク・バレーの北部に 2007 年完成予定の大規模ベンチャー・研究機関集積
団地を新たに市が造成中である。2005 年には現在 2 時間かかるソウルへの鉄道が 
40 分の高速鉄道になるそうだ。(筑波研究学園都市は官民合わせて 270 の研究施設、










国科学技術院、Korea Advanced Institute of Science and Technology) は科学技術省
直轄の研究所兼大学 (学生 7,000 人、うち博士課程 2,500 人、修士課程 1,700 人) 
から 1995 年以降で 300 社の技術系ベンチャーが生まれ、そのうち 130 社は大学
内のインキュベーション施設に入居している。 
  通信関係の ETRI (韓国電子通信研究所、Electronics and Telecommunications 
Research Institute) は研究者 2,000 人の国立研究所であるが、ここからこの 4年で
100社のスピンオフ・ベンチャー企業が起業している。 
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2-4-3 政府によるスピンオフ推進政策 







わってもよい (欧米や日本では通常 20% 以内)。大学内に株式会社を設置して
もよい。 





9) ビジネス教育を援助する。  等々 
 
2-4-4 創業エンジニアの活力 
  KAIST と ETRI からスピンオフしたファイバープロ社とハビタット・インフォ
メーション社の 2 人の社長が、ベンチャー企業のために 3年前に土地を取得しサイ
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図表 2-19 海外先進クラスターの離陸時の強さと現状 
 
地域名 テジョン（テドク・バレー）  分 野 IT 
成功要素 離陸時の強さ 現状 








4 初期に核となる企業が数社存在   
5 ベンチャー企業の活力 大学・研究所からのスピンオフ中心
にベンチャーが急増（1995 年 40 社→






































13 IPO (株式公開) による信用度
アップ、高成長 
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図表 3-3 地域クラスターの日本的成功要素と欧米の成功要因 
 
 

















































































































図表 3-4 札幌 IT クラスター母体形成時の強さと今後の促進要素分析シート 
札幌 ITクラスター 形成母体：③核となるベンチャー企業 
日 本 的 成 功 要 素
形 成 要 素 1 知 的 集 積
     　 ①
2 世 界 的 技 術
3 地 場 産 業 ・ 技 術
    　 　 ②
4 核 と な る 中 堅 企 業
   　 　  ③ 5 核 と な る ベ ン チ ャ ー
    　 　 ④ 6 経 済 的 危 機 感
促 進 要 素 7 自 治 体 の 主 体 性
8 支 援 イ ン フ ラ
◎
△
今 後 の 促
進 要 素 ( 案 )
ア ウ ト プ ッ
ト 要 素
1 2 他 ク ラ ス タ ー と の 連





1 5 他 地 域 か ら の 企
業 ・ 人 材 流 入
母 体 形 成
時 の 強 さ
1 3 ベ ン チ ャ ー 企 業 群
の 出 現
1 0 核 と な る 地 域 リ ー
ダ ー
9 地 域 で の 産 学 研 連
携
1 4 地 域 や 国 内 で の 注
目 度
1 1 世 界 市 場 ア ク セ ス を 目
指 し た 大 企 業 と の 連 携
キ 　 ー 　 ワ 　 ー 　 ド
I T に 特 化 し た 研 究 所 の 設 立 ・ 誘
致
B U G 、 ハ ド ソ ン 、 コ ン ピ ュ ー タ ラ
ン ド 北 海 道 な ど
北 大 マ イ コ ン 研 究 会
青 木 北 大 教 授
道 内 外 の 大 企 業 と の 連 携 が 必 須
道 内 バ イ オ ク ラ ス タ ー と の 融 合
 























    　 　 ②





1 5 他 地 域 か ら の 企
業 ・ 人 材 流 入
香
的 成 功 要 素
成 要 素 1 知 的 集 積
     　 ①
2 世 界 的 技 術
3 地 場 産 業 ・ 技 術
4 核 と な る 中 堅 企 業
今 後 の 促
進 要 素 ( 案 )
母 体 形 成
時 の 強 さ
◎
キ ー 　 ワ 　 ー 　 ド
希 少 糖 の 大 量 生 産 技 術
　  ③ 5 核 と な る ベ ン チ ャ ー
  　 　 ④ 6 経 済 的 危 機 感
進 要 素 7 自 治 体 の 主 体 性
8 支 援 イ ン フ ラ
○
9 地 域 で の 産 学 研 連
○
△
ベ ン チ ャ ー の 出 現
県 糖 質 バ イ オ ク ラ ス タ ー 構 想
知 的 ／ 産 業 ク ラ ス タ ー 事 業
◎
ウ ト プ ッ
素
1 2 他 ク ラ ス タ ー と の 連
携 ・ 競 争
△
1 3 ベ ン チ ャ ー 企 業 群
の 出 現
1 0 核 と な る 地 域 リ ー
ダ ー
携
1 4 地 域 や 国 内 で の 注
目 度
1 1 世 界 市 場 ア ク セ ス を 目
指 し た 大 企 業 と の 連 携
世 界 的 視 野 で 地 域 を 牽 引 す る
よ う な リ ー ダ ー が 必 要
周 辺 地 域 の ラ イ フ サ イ エ ン ス 系
大 手 企 業 と の 連 携














8 支 援 イ ン フ ラ
販 売 先 と な る 大 企 業 が 地 元 に
少 な い （ 大 阪 の 大 企 業 ）
世 界 的 視 野 で 地 域 を 牽 引 す る
よ う な リ ー ダ ー が 必 要
福 井 大 学 等 と 地 場 産 業 の 連 携
（ 都 市 エ リ ア 事 業 な ど ）
丸
1 5 他 地 域 か ら の 企
業 ・ 人 材 流 入
1 3 ベ ン チ ャ ー 企 業 群
の 出 現
1 0 核 と な る 地 域 リ ー
ダ ー
9 地 域 で の 産 学 研 連
携
1 1 世 界 市 場 ア ク セ ス を 目
指 し た 大 企 業 と の 連 携
△
ア ウ ト プ ッ
ト 要 素
1 2 他 ク ラ ス タ ー と の 連
携 ・ 競 争










図表 3-6 福井ナノクラスター母体形成時の強さと今後の促進要素分析シート 
福井ナノクラスター 形成母体：②企業集積 
日 本 的 成 功 要 素
形 成 要 素 1 知 的 集 積
     　 ①
2 世 界 的 技 術
3 地 場 産 業 ・ 技 術
    　 　 ②
4 核 と な る 中 堅 企 業
   　 　  ③ 5 核 と な る ベ ン チ ャ ー
    　 　 ④ 6 経 済 的 危 機 感
促 進 要 素 7 自 治 体 の 主 体 性
ベ ン チ ャ ー の 出 現
県 、 県 財 団 、 県 公 設 試 が 一
キ 　 ー 　 ワ 　 ー 　 ド
繊 維 産 業 、 メ ッ キ 技 術
母 体 形 成
時 の 強 さ
◎
○
今 後 の 促
進 要 素 ( 案 )
△



















△は 1点として集計し、平均をとった（図表 3-7）。 
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図表 3-8 札幌バイオクラスター母体形成時の強さと今後の促進要素分析シート 
日 本 的 成 功 要 素
形 成 要 素 1 知 的 集 積
     　 ①
2 世 界 的 技 術
3 地 場 産 業 ・ 技 術
    　 　 ②
4 核 と な る 中 堅 企 業
   　 　  ③ 5 核 と な る ベ ン チ ャ ー
    　 　 ④
ジ ェネ テ ィ ッ ク ラ ボ 、 ア ミ ノ ア ッ プ
化 学 な ど
キ 　 ー 　 ワ 　 ー 　 ド
北 大 北 キ ャ ン パ ス
母 体 形 成
時 の 強 さ
◎
△ ○
今 後 の 促
進 要 素 (案 )
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進 要 素 7 自 治 体 の 主 体 性
次 世 代 ポ ス ト ゲ ノ ム 推 進 協 議 会9 地 域 で の 産 学 研 連 ○
 
図表 3-9 花巻・北上クラスター母体形成時の強さと今後の促進要素分析シート 
1 5 他 地 域 か ら の 企
業 ・ 人 材 流 入
1 4 地 域 や 国 内 で の 注
目 度
6 経 済 的 危 機 感
促
8 支 援 イ ン フ ラ
北 大 西 村 教 授 ？
道 外 大 手 製 薬 会 社 と の 連 携
な ど
1 3 ベ ン チ ャ ー 企 業 群
の 出 現
1 0 核 と な る 地 域 リ ー
ダ ー
携
1 1 世 界 市 場 ア ク セ ス を 目
指 し た 大 企 業 と の 連 携
ア ウ ト プ ッ
ト 要 素
1 2 他 ク ラ ス タ ー と の 連
携 ・ 競 争
△
◎
日 本 的 成 功 要 素
形 成 要 素 1 知 的 集 積
     　 ①
今 後 の 促
進 要 素 (案 )
母 体 形 成
時 の 強 さ
キ 　 ー 　 ワ 　 ー 　 ド
2 世 界 的 技 術
3 地 場 産 業 ・ 技 術
    　 　 ②
4 核 と な る 中 堅 企 業
   　 　  ③ 5 核 と な る ベ ン チ ャ ー
    　 　 ④ 6 経 済 的 危 機 感
促 進 要 素 7 自 治 体 の 主 体 性








地 域 内 で 製 品 を 作 れ る か
（ 下 請 け 脱 出 ）
ク ラ ス タ ー の イ メ ー ジ を 形 作 る 技
術 が で き る か （ ナ ノ ・ 材 料 ）
誘 致 型 の 北 上 、 内 発 型 の 花 巻
岩 手 県 に は 1 4 0 万 人 し か 住 ん で
い な い 。
と に か く 元 気 が 出 る 「 成 功 事 例 」
が 欲 し い 。
IN S
1 2 他 ク ラ ス タ ー と の 連
携 ・ 競 争
1 1 世 界 市 場 ア ク セ ス を 目
指 し た 大 企 業 と の 連 携
ダ ー
ア ウ ト プ ッ
ト 要 素
1 4 地 域 や 国 内 で の 注
目 度
1 5 他 地 域 か ら の 企
業 ・ 人 材 流 入
1 3 ベ ン チ ャ ー 企 業 群
の 出 現
1 0 核 と な る 地 域 リ ー
携
図表 3-10 仙台ナノクラスター母体形成時の強さと今後の促進要素分析シート 
 
図表 3-11 筑波クラスター母体形成時の強さと今後の促進要素分析シート 
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日 本 的 成 功 要 素
形 成 要 素 1 知 的 集 積
     　 ①
2 世 界 的 技 術
3 地 場 産 業 ・ 技 術
    　 　 ②
4 核 と な る 中 堅 企 業
   　 　  ③ 5 核 と な る ベ ン チ ャ ー
    　 　 ④ 6 経 済 的 危 機 感
促 進 要 素 7 自 治 体 の 主 体 性
8 支 援 イ ン フ ラ
今 後 の 促
進 要 素 (案 )
ア ウ ト プ ッ
ト 要 素
1 2 他 ク ラ ス タ ー と の 連
携 ・ 競 争








1 5 他 地 域 か ら の 企
業 ・ 人 材 流 入
母 体 形 成
時 の 強 さ
1 3 ベ ン チ ャ ー 企 業 群
の 出 現
1 0 核 と な る 地 域 リ ー
ダ ー
9 地 域 で の 産 学 研 連
携
1 1 世 界 市 場 ア ク セ ス を 目
指 し た 大 企 業 と の 連 携
キ 　 ー 　 ワ 　 ー 　 ド
東 北 大 学 （ ナ ノ ・ 材 料 、 I T ）
東 北 大 学 発 ベ ン チ ャ ー の 「 成 功
事 例 」 が 出 れ ば ・ ・ ・
仙 台 市 に よ る 取 り 組 み
（ フ ィ ン ラ ン ド プ ロ ジ ェ ク ト 等 ）
東 北 大 学 及 び 地 元 大 学 の 取 り
組 み
日 本 的 成 功 要 素
形 成 要 素 1 知 的 集 積
     　 ① 最 先 端 研 究 の 集 積
2 世 界 的 技 術
3 地 場 産 業 ・ 技 術
    　 　 ②
4 核 と な る 中 堅 企 業
   　 　  ③ 5 核 と な る ベ ン チ ャ ー
    　 　 ④ 6 経 済 的 危 機 感
促 進 要 素 7 自 治 体 の 主 体 性
技 術 振 興 ・ 技 術 移 転 の 拠 点 化
8 支 援 イ ン フ ラ
ト ッ プ ク ラ ス の 知 名 度
今 後 の 促
進 要 素 (案 )
ア ウ ト プ ッ
ト 要 素
1 2 他 ク ラ ス タ ー と の 連
携 ・ 競 争







1 5 他 地 域 か ら の 企
業 ・ 人 材 流 入
母 体 形 成
時 の 強 さ
1 3 ベ ン チ ャ ー 企 業 群
の 出 現
1 0 核 と な る 地 域 リ ー
ダ ー
9 地 域 で の 産 学 研 連
携
1 1 世 界 市 場 ア ク セ ス を 目
指 し た 大 企 業 と の 連 携
キ 　 ー 　 ワ 　 ー 　 ド
公 的 研 究 機 関 を 中 心 と し た
茨 城 県 を 主 体 と し た 科 学
技 術 移 転 ・ 人 材 流 動 の 拠 点 化
公 的 研 究 機 関 と 近 隣 大 学 の 連 携
大 学 ・ 研 究 機 関 の 集 積 で は
図表  
図表 ト 
日 本 的 成 功 要 素
形 成 要 素 1 知 的 集 積
     　 ① 第 ２ 、 第 ３ の D r .E n d o の 育 成
2 世 界 的 技 術
ン ）
3 地 場 産 業 ・ 技 術
    　 　 ②
4 核 と な る 中 堅 企 業
業 育 成 ま た は 企 業 誘 致 ）
   　 　  ③ 5 核 と な る ベ ン チ ャ ー
    　 　 ④ 6 経 済 的 危 機 感
促 進 要 素 7 自 治 体 の 主 体 性
知 的 ク ラス タ ー
8 支 援 イ ン フ ラ
存 在 （ 県 内 ）
ナ ノ テ ク 技 術 の 実 用 化 （ 地 元 企
県 主 導 の ナ ノ テ ク 研 究 の 国 際
(ナ ノ テ ク 研 究 拠 点 )、 浅 間 リ
サ ー チ エ ク ス テ ン シ ョ ン セ ン タ ー
（ A R E C ）
キ 　 ー 　 ワ 　 ー 　 ド
世 界 的 研 究 者 の 集 積
信 州 大 学 遠 藤 教 授 （ ナ ノ カ ー ボ
ナ ノ テ ク 応 用 可 能 地 場 産 業 の
1 5 他 地 域 か ら の 企
業 ・ 人 材 流 入
母 体 形 成
時 の 強 さ
1 3 ベ ン チ ャ ー 企 業 群
の 出 現
1 0 核 と な る 地 域 リ ー
ダ ー
9 地 域 で の 産 学 研 連
携
1 1 世 界 市 場 ア ク セ ス を 目




今 後 の 促
進 要 素 (案 )
ア ウ ト プ ッ
ト 要 素
1 2 他 ク ラス タ ー と の 連
携 ・ 競 争
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日 本 的 成 功 要 素
形 成 要 素 1 知 的 集 積
     　 ①
2 世 界 的 技 術
3 地 場 産 業 ・ 技 術
    　 　 ②
4 核 と な る 中 堅 企 業
   　 　  ③ 5 核 と な る ベ ン チ ャ ー
    　 　 ④ 6 経 済 的 危 機 感
促 進 要 素 7 自 治 体 の 主 体 性
8 支 援 イ ン フ ラ
“ 光 ” に 関 す る マ ー ケ ッ ト を 見 い
出 せ る か
浜 フ ォ ト に 続 く Ｖ Ｂ を 生 み 出 す た
め の イ ン フ ラ が 必 要
浜 フ ォ ト の ほ か 、 ヤ マ ハ か ら の
ス ピ ン オ フ 有 り
浜 松 商 工 会 議 所
浜 松 地 域 テ ク ノ ポ リ ス
キ ー 　 ワ 　 ー 　 ド
静 岡 大 学 、 浜 松 医 科 大 学 等 で
の 光 技 術
機 械 産 業 を 中 心 と す る ハ イ テ ク
中 小 企 業 の 集 積
1 5 他 地 域 か ら の 企
業 ・ 人 材 流 入
母 体 形 成
時 の 強 さ
1 3 ベ ン チ ャ ー 企 業 群
の 出 現
1 0 核 と な る 地 域 リ ー
ダ ー




1 1 世 界 市 場 ア ク セ ス を 目
指 し た 大 企 業 と の 連 携
今 後 の 促
進 要 素 (案 )
ア ウ ト プ ッ
ト 要 素
1 2 他 ク ラ ス タ ー と の 連
携 ・ 競 争






図表 3-14 豊橋 IT クラスター母体形成時の強さと今後の促進要素分析シート 
 
図表 3-15 名古屋クラスター母体形成時の強さと今後の促進要素分析シート 
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日 本 的 成 功 要 素
形 成 要 素 1 知 的 集 積
     　 ①
2 世 界 的 技 術
3 地 場 産 業 ・ 技 術
    　 　 ②
4 核 と な る 中 堅 企 業
   　 　  ③ 5 核 と な る ベ ン チ ャ ー
    　 　 ④ 6 経 済 的 危 機 感
促 進 要 素 7 自 治 体 の 主 体 性
8 支 援 イ ン フ ラ
シ ェ ア N o .1 と い っ た 中 小 企 業 多
数
豊 橋 科 学 技 術 技 術 大 学 と 地 元
企 業 の 共 同 ・ 連 携
名 古 屋 、 浜 松 と の 競 合 ・ 競 争
堅 実 成 長 に 向 け た 合 意 形 成 の
場 と し て の 市 、 地 元 商 工 会
豊 橋 サ イ エ ン ス ク リ エ イ ト
キ 　 ー 　 ワ 　 ー 　 ド
電 子 機 器 、 化 学 素 材 産 業 で 核
と な る 精 密 加 工 技 術
1 5 他 地 域 か ら の 企
業 ・ 人 材 流 入
母 体 形 成
時 の 強 さ
1 3 ベ ン チ ャ ー 企 業 群
の 出 現
1 0 核 と な る 地 域 リ ー
ダ ー
9 地 域 で の 産 学 研 連
携
1 1 世 界 市 場 ア ク セ ス を 目




今 後 の 促
進 要 素 (案 )
ア ウ ト プ ッ
ト 要 素
1 2 他 ク ラ ス タ ー と の 連
携 ・ 競 争





日 本 的 成 功 要 素
4 核 と な る 中 堅 企 業
  5 核 と な る ベ ン チ ャ ー
    　 　 ④ 6 経 済 的 危 機 感
促 進 要 素 7 自 治 体 の 主 体 性
8 支 援 イ ン フ ラ
今 後 の 促
進 要 素 (案 )
ア ウ ト プ ッ
ト 要 素
1 2 他 ク ラ ス タ ー と の 連
携 ・ 競 争








1 5 他 地 域 か ら の 企
業 ・ 人 材 流 入
母 体 形 成
時 の 強 さ
1 3 ベ ン チ ャ ー 企 業 群
の 出 現
1 0 核 と な る 地 域 リ ー
ダ ー
9 地 域 で の 産 学 研 連
携
1 1 世 界 市 場 ア ク セ ス を 目
指 し た 大 企 業 と の 連 携
キ 　 ー 　 ワ 　 ー 　 ド
ナ ノ テ ク を 活 用 し た 知 的 ク ラ ス タ
形 成 要 素 1 知 的 集 積
     　 ①
2 世 界 的 技 術
3 地 場 産 業 ・ 技 術
    　 　 ②
 　 　  ③
ー
も の づ く り を 支 え る 中 小 製 造 企
業 が 市 内 に 集 積
ト ヨ タ ・ ノ リ タ ケ
大 企 業 の Ｏ Ｂ の 活 躍
知 的 ク ラ ス タ ー 試 行 地 域 に よ る
危 機 感
－  －
図表 3-16 京都ナノクラスター母体形成時の強さと今後の促進要素分析シート 
 
図表 3-17 大阪バイオ（創薬）クラスター母体形成時の強さと今後の促進要素分析シート 
母 体 形 成
時 の 強 さ
1 3 ベ ン チ ャ ー 企 業 群
の 出 現
1 0 核 と な る 地 域 リ ー
ダ ー
9 地 域 で の 産 学 研 連
携
1 1 世 界 市 場 ア ク セ ス を 目
指 し た 大 企 業 と の 連 携
キ 　 ー 　 ワ 　 ー 　 ド
京 都 大 学
島 津 、 京 セ ラ 、 ロ ー ム 、 オ ム ロ ン
ベ ン チ ャ ー 企 業 の 成 長 が 必 要
公 的 研 究 機 関 が 不 足
他 ク ラ ス タ ー と の 連 携 に よ る 競
争 促 進
日 本 的 成 功 要 素
形 成 要 素 1 知 的 集 積
     　 ①
2 世 界 的 技 術
3 地 場 産 業 ・ 技 術
    　 　 ②
4 核 と な る 中 堅 企 業
   　 　  ③ 5 核 と な る ベ ン チ ャ ー
    　 　 ④ 6 経 済 的 危 機 感
促 進 要 素 7 自 治 体 の 主 体 性
8 支 援 イ ン フ ラ
今 後 の 促
進 要 素 (案 )
ア ウ ト プ ッ
ト 要 素
1 2 他 ク ラ ス タ ー と の 連
携 ・ 競 争







1 5 他 地 域 か ら の 企
業 ・ 人 材 流 入
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日 本 的 成 功 要 素
形 成 知 的 集 積
  
世 界 的 技 術
3 地 場 産 業 ・ 技 術
    　 　 ②
4 核 と な る 中 堅 企 業
   　 　  ③ 5 核 と な る ベ ン チ ャ ー
    　 　 ④ 6 経 済 的 危 機 感
促 進 要 素 7 自 治 体 の 主 体 性
8 支 援 イ ン フ ラ
△
今 後 の 促
進 要 素 ( 案 )
ア ウ ト プ ッ
ト 要 素
1 2 他 ク ラ ス タ ー と の 連
携 ・ 競 争
1 4 地 域 や 国 内 で の 注
目 度
◎
1 1 世 界 市 場 ア ク セ ス を 目
指 し た 大 企 業 と の 連 携
キ ー 　 ワ 　 ー 　 ド
1 5 他 地 域 か ら の 企
業 ・ 人 材 流 入
母 体 形 成
時 の 強 さ
1 3 ベ ン チ ャ ー 企 業 群
の 出 現
1 0 核 と な る 地 域 リ ー
ダ ー
9 地 域 で の 産 学 研 連
携
◎
○ 道 修 町 の 製 薬 企 業 等
○
△
近 畿 全 体 で は 大 き な 集 積
ア ン ジ ェ ス Ｍ Ｇ も し く は 新 た な ベ
ン チ ャ ー が 出 て く る か
大 学 と 行 政 （ 地 方 自 治 体 ） の 連
携
海 外 と の 連 携 を 視 野 に 組 み 込
め る か
“ 近 畿 バ イ オ ”
要 素 1
   　 ①
2
図表 ト 3-18 神戸バイオ（再生医療）クラスター母体形成時の強さと今後の促進要素分析シー
 
図表 3-19 広島バイオクラスター母体形成時の強さと今後の促進要素分析シート 
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日 本 的 成 功 要 素
形 成 要 素 1 知 的 集 積
     　 ①
2 世 界 的 技 術
3 地 場 産 業 ・ 技 術
    　 　 ②
4 核 と な る 中 堅 企 業
   　 　  ③ 5 核 と な る ベ ン チ ャ ー
    　 　 ④ 6 経 済 的 危 機 感
促 進 要 素 7 自 治 体 の 主 体 性
8 支 援 イ ン フ ラ
神 戸 大 学 等 が 中 心 的 な 役 割 を
果 た せ る か
大 企 業 と ベ ン チ ャ ー 企 業 の 連 携
が 進 展 す る か
阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 が 契 機
ベ ク テ ル 社 に よ る 基 本 構 想
企 業 誘 致 に 一 日 の 長
寄 せ 集 め の ベ ン チ ャ ー か ら 「 成
功 事 例 」 が 生 ま れ る か
キ ー 　 ワ 　 ー 　 ド
理 研 ・ 再 生 研
1 5 他 地 域 か ら の 企
業 ・ 人 材 流 入
母 体 形 成
時 の 強 さ
1 3 ベ ン チ ャ ー 企 業 群
の 出 現
1 0 核 と な る 地 域 リ ー
ダ ー
9 地 域 で の 産 学 研 連
携
1 1 世 界 市 場 ア ク セ ス を 目
指 し た 大 企 業 と の 連 携
今 後 の 促
進 要 素 (案 )
ア ウ ト プ ッ
ト 要 素
1 2 他 ク ラ ス タ ー と の 連
携 ・ 競 争








日 本 的 成 功 要 素
形 成 要 素 1 知 的 集 積
     　 ①
2 世 界 的 技 術
3 地 場 産 業 ・ 技 術
    　 　 ②
4 核 と な る 中 堅 企 業
   　 　  ③ 5 核 と な る ベ ン チ ャ ー
    　 　 ④ 6 経 済 的 危 機 感
促 進 要 素 7 自 治 体 の 主 体 性
8 支 援 イ ン フ ラ
連 携
重 工 、 製 造 業 と の 融 合
競 争 促 進
今 後 の 促
進 要 素 ( 案 )
ア ウ ト プ ッ
ト 要 素
1 2 他 ク ラ ス タ ー と の 連
携 ・ 競 争
1 4 地 域 や 国 内 で の 注
目 度
1 1 世 界 市 場 ア ク セ ス を 目




1 5 他 地 域 か ら の 企
業 ・ 人 材 流 入
母 体 形 成
時 の 強 さ
1 3 ベ ン チ ャ ー 企 業 群
の 出 現
1 0 核 と な る 地 域 リ ー
ダ ー





キ 　 ー 　 ワ 　 ー 　 ド
実 用 段 階 技 術 の 世 界 市 場 投 入
組 織 再 生 医 療 の み な ら ず 、 自 動 車 、
鉄 鋼 、 造 船 、 半 導 体 等 の 技 術 集 積
湧 永 製 薬 他
広 島 大 学 と 地 元 中 堅 企 業 と の
県 内 外 の 大 企 業 と の 連 携 が 必 須
バ イ オ ク ラ ス タ ー 連 携 に よ る
図表 3-20 徳島バイオクラスター母体形成時の強さと今後の促進要素分析シート 
 
図  表 3-21 福岡・北九州 IT（LSI）クラスター母体形成時の強さと今後の促進要素分析シート
日 本 的 成 功 要 素
形 成 要 素 1 知 的 集 積
     　 ①
2 世 界 的 技 術
3 地 場 産 業 ・ 技 術
    　 　 ②
4 核 と な る 中 堅 企 業
   　 　  ③ 5 核 と な る ベ ン チ ャ ー
    　 　 ④ 6 経 済 的 危 機 感
促 進 要 素 7 自 治 体 の 主 体 性
8 支 援 イ ン フ ラ
今 後 の 促
進 要 素 (案 )
ア ウ ト プ ッ
ト 要 素
1 2 他 ク ラ ス タ ー と の 連
携 ・ 競 争








1 5 他 地 域 か ら の 企
業 ・ 人 材 流 入
母 体 形 成
時 の 強 さ
1 3 ベ ン チ ャ ー 企 業 群
の 出 現
1 0 核 と な る 地 域 リ ー
ダ ー
9 地 域 で の 産 学 研 連
携
1 1 世 界 市 場 ア ク セ ス を 目
指 し た 大 企 業 と の 連 携
キ 　 ー 　 ワ 　 ー 　 ド
た ん ぱ く チ ッ プ の 実 用 化
大 塚 製 薬 グ ル ー プ
ベ ン チ ャ ー の 出 現
県 、 財 団 が 一 丸
知 / 産 ク ラ ス タ ー 事 業
世 界 的 視 野 で 地 域 を 牽 引 す る
よ う な リ ー ダ ー が 必 要
日 本 的 成 功 要 素
形 成 要 素 1 知 的 集 積
     　 ①
2 世 界 的 技 術
3 地 場 産 業 ・ 技 術
    　 　 ② ソ ニ ー セ ミ コ ン ダ ク タ 九 州
4 核 と な る 中 堅 企 業
   　 　  ③ 5 核 と な る ベ ン チ ャ ー
    　 　 ④ 6 経 済 的 危 機 感
促 進 要 素 7 自 治 体 の 主 体 性
8 支 援 イ ン フ ラ
母 体 形 成
時 の 強 さ
今 後 の 促
進 要 素 ( 案 )
キ 　 ー 　 ワ 　 ー 　 ド
国 際 的 競 争 力 の あ る 技 術 水 準
シ リ コ ン ア イ ラ ン ド 、 多 く の 企 業 群
ベ ン チ ャ ー 企 業 の 成 長 が 必 要
9 地 域 で の 産 学 研 連
携
福 岡 県 知 事 、 北 九 州 市 長 の
リ ー ダ ー シ ッ プ
1 0 核 と な る 地 域 リ ー
ダ ー
1 2 他 ク ラ ス タ ー と の 連
携 ・ 競 争
1 1 世 界 市 場 ア ク セ ス を 目
指 し た 大 企 業 と の 連 携
1 5 他 地 域 か ら の 企
業 ・ 人 材 流 入
ア ウ ト プ ッ
ト 要 素
1 3 ベ ン チ ャ ー 企 業 群
の 出 現
1 4 地 域 や 国 内 で の 注
目 度
情 報 発 信 力 が 弱 い
技 術 を ビ ジ ネ ス に 結 び つ け る ビ
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図表 3-22 北九州環境クラスター母体形成時の強さと今後の促進要素分析シート 
 
図表 3-23 熊本バイオクラスター母体形成時の強さと今後の促進要素分析シート
日 本 的 成 功 要 素
形 成 要 素 1 知 的 集 積
     　 ①
2 世 界 的 技 術
3 地 場 産 業 ・ 技 術
    　 　 ②
4 核 と な る 中 堅 企 業
   　 　  ③ 5 核 と な る ベ ン チ ャ ー
    　 　 ④ 6 経 済 的 危 機 感
促 進 要 素 7 自 治 体 の 主 体 性
8 支 援 イ ン フ ラ
母 体 形 成
時 の 強 さ
今 後 の 促
進 要 素 (案 )
キ 　 ー 　 ワ 　 ー 　 ド
絶 対 優 位 な 技 術 の 確 立
重 厚 長 大 企 業 群 か ら 生 ま れ た
環 境 技 術
北 九 州 市 長 の リ ー ダ ー シ ッ プ
9 地 域 で の 産 学 研 連
携
公 害 対 策 、 地 域 経 済 の 低 迷 、
人 口 減
研 究 成 果 の 地 域 へ の 波 及 が 必
要
△
1 0 核 と な る 地 域 リ ー
ダ ー
1 2 他 ク ラ ス タ ー と の 連
携 ・ 競 争
1 1 世 界 市 場 ア ク セ ス を 目
指 し た 大 企 業 と の 連 携
1 5 他 地 域 か ら の 企
業 ・ 人 材 流 入
ア ウ ト プ ッ ト
要 素
1 3 ベ ン チ ャ ー 企 業 群
の 出 現
1 4 地 域 や 国 内 で の 注
目 度
大 企 業 出 資 の 分 社 的 な 企 業 設






日 本 的 成 功 要 素
形 成 要 素 1 知 的 集 積
     　 ①
2 世 界 的 技 術
3 地 場 産 業 ・ 技 術
    　 　 ②
4 核 と な る 中 堅 企 業
   　 　  ③ 5 核 と な る ベ ン チ ャ ー
    　 　 ④ 6 経 済 的 危 機 感
促 進 要 素 7 自 治 体 の 主 体 性
8 支 援 イ ン フ ラ
開 発 に 関 す る 共 同 研 究 等
競 争 促 進
今 後 の 促
進 要 素 (案 )
ア ウ ト プ ッ
ト 要 素
1 2 他 ク ラ ス タ ー と の 連
携 ・ 競 争







1 5 他 地 域 か ら の 企
業 ・ 人 材 流 入
母 体 形 成
時 の 強 さ
1 3 ベ ン チ ャ ー 企 業 群
の 出 現
1 0 核 と な る 地 域 リ ー
ダ ー
9 地 域 で の 産 学 研 連
携
1 1 世 界 市 場 ア ク セ ス を 目
指 し た 大 企 業 と の 連 携
キ 　 ー 　 ワ 　 ー 　 ド
抗 体 、 遺 伝 子 、 毒 性 副 作 用 研 究
ユ ー ジ ー ン 、 ト ラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク
等
熊 本 大 学 医 学 部 の 実 験 動 物
県 内 外 の 大 企 業 と の 連 携 が 必 須
バ イ オ ク ラ ス タ ー 連 携 に よ る
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第
 















4 章 今後の「日本型クラスター」形成・発展に向けての課題・提言 












屋代半額補助等、横須賀市も全面的に協力を行っている。現在 6 ベンチャー、9 大
して、国立の研究機関や国内外の民間研究機関が多数立地している。 
                                                  
7 権田金治氏の科学技術会議政策委員会 知的基盤WG第 4回会合(1999.12)における発言。 
8  1986年横須賀インテリジェントシティ計画。その後、当時の郵政省Telecom Research Parkの枠
組みの中で構想が具体化。 






































出し、医療産業都市構想公表以降、医療関連企業の進出は 50 社を数えている。 
 
 








































                                               
1
「地域の多様性と開放性」10である。リチャード・
   
9 「博多様式ネットワークと半導体クラスターの発展可能性」（（財）福岡県産業・科学技術振興財団、
日本政策投資銀行九州支店、2003年） 
10 R.Florida『The Rise of the Creative Class』（Basic Books、2002年） 
11 リチャード・フロリダ、ロバート・カッシング、ゲイリー・ゲイツ「ソーシャル・キャピタルの
ジレンマ」『ハーバード・ビジネス・レビュー 第 28巻第 3号』（ダイヤモンド社、2003年） 


























































































                                                  
14 橋本易周「講演録－128日本バイオベンチャーの可能性―札幌、神戸、シリコンバレーにおける
起業から―」（文部科学省科学技術政策研究所、2003年） 











































                                                  
15 「一旗あげようプロジェクト」CD-ROM（京都市） 
16 堀内博『京都だから成功した』（柳原出版、2001.4） 













































20  2003年 3月発行、編集：九州半導体クラスター中小・
発行：九州半導体イノベーション協議会（（財）九州地域
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例えば、ハーバード大学においてはクラスターのメタ分析21を行っている。同じく、
スタンフォード大学アジア太平洋研究センターが 2002年に行った調査（SPRIE：






                                                  
21  http://data.isc.hbs.edu/cp/index.jsp 
－  － 59
 















































































































































































－  － 63
 
図表 4-4. 「仙台モデル」のイメージ図 
 

















っている。東北大学の論文引用数は 13,889回（論文数は 3,231本）で、第 2位
の米 IBM社や第 3位の米カリフォルニア大学サンタバーバラ校を抑えている。 
（材料科学） 被引用数 
1 東北大学 13,889 3,231 
2 ＩＢＭ 13,160 1,369 
3 UC ｻﾝﾀﾊﾞｰﾊﾞﾗ 12,001  871 
4 ＭＩＴ 11,723 1,506 
5 イリノイ大学  9,826 1,328 
出典： ISI Essential Science 
 IndicatorsSM
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 設立
図表 4-5 つくば発の主なベンチャー企業 
















2000 メディアスティック 情報メディア開発、サービスネットワー 筑波大学 




































2002 ㈱アドバンジェン 加齢性疾患の新規治療法開発 産業技術総合研究所 
岡 修一 センター長 













       
つくば発新事業創出プログラム(つくば連絡会)22、つくばILC・HP23、インタビュー資料等 
                                           
tp://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/syoukou/kogi/tukuba/download.html22 ht
23 http://www-ilc.tara.tsukuba.ac.jp/rehp/jp/hp/examples.html  









































試の総予算額は 622 億円26 で、(独）産業技術総合研究所の総予算額（876 億円）
                                                  



























































                                    





























































































































































 1998 年度 1999 年度 2001 年度 2002 年度
 岩手大学地域共同研究センターにおける民間等との共同研究の
2000 年度
件 数 61 件 74 件 92 件 105 件 133 件 
金 額 百万円 129 百万円 77 百万円 89 百万円 117 百万円 115
前
件数の割
11％ 16％ 24％ 14％ 27％ 
年度比の増加
合 
県内の件数 40 件 51 件 59 件 59 件 71 件 













                                                  
松下元則「新たな地域発展モデルを求めて～産学官ネットワークの試み～」
2002年、㈱アールユーピーエス） 









































 図表 4-8  産学公セクター間の「刺激効果」の模式図  



































②   
     ⑤
間組織
産［ Market／Industry ］
    ③   連携・交流促進の 
ST,  ④     ためのプラットフォーム
DO 等）        コーディネート機能 
 
 
         *国立大学法人化に伴い「学」
官（公）
<施策・プログラム／*公的














   
 
学［ Academia／人材供給 ］
       中間組織 









































































































































特に、上記 1) 学－学連携、及び 3) 官－官（公）連携については、次節以降におい 
日本型リーダーシップのあり方」「クラスターの多重化」等の視点から改めて検討・
察を加えることとする。






























































































                                                  
32日本経済新聞社『北海道IT革命』（2002年） 







































































































図表  宇部市の産学官共同研究と大学発ベンチャー実績 






機  関  名 
2003.9末実績 2003年度研究中 実  績 
大学など公的研究機関 56件 18件 6件 
企 業 主 体 20件 8件  
合  計 76件 26件 6件 
         出典：宇部市工業振興課資料（2003年 12月）に基づき作成 




















































                    
33 W. るのか』”The Silicon Valley Edge : a habitat for 
inn trepreneurship” （日本経済新聞社、2001年）参照 
34 「中間報告」p10図表 2-4参照 






ma, 1997, Harper Business 
































                                                  
37 The World Competitiveness Yearbook, The International Institute for Management 
Development 

































   ベンチャー ベンチャーの活用で イノベーションのジレンマ



















図表 4-11  サンディ ス リー事例 
サンデ ィエゴHybri te c h社からのスピンオ フ・ツリー
（製薬・バイオテ クノロジ ー ）
Hy b ri te ch
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1993
Cl onet i cs
1985
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1987
M e dm e tr ic
1999
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Fi r st De nta l 
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出展：Cluster of Innovation, Council on Competitiveness (COC) 
 


































































































































































































































































































































































   




































      
































                                            


















































































は 20社ある（2002年 11月同局調査）。 
 
 
                                                  
48 ㈱オープンループ、㈱シーアイエス、㈱メディカルシステムネットワーク、㈱アルファクラフト、
㈱ソフトフロント 







































































































































































クノポリス社を設立、オウル大電子工学科と VTT の隣に IT、エレクトロニクスに
特化したインキュベーション・センター(テクノポリス：IT、通信)を設置した。 
テクノポリス設立から 8 年後の 1990 年、市の中心に近いオウル大医学部構内の
大 学付属病院横にオウル市と民間企業が出資しメディポリス社を設立、インキュ
ベーション・センター(メディポリス：バイオメディカル)を設置した。ここでは、

































































































































                                                  
52 日本経済新聞「大学革新第 3部－4」（2003年 11月 24日付け） 
















































































































































                                                 
中の韓国、大統領直轄のCOC54（Council on Competitiveness、競争力委員会）に
て 1998年から 2年間にわたるクラスターの大調査で








54 米COCの 5地域のイノベーション・クラスター・レポート参照。 
 http://www.compete.org/publications/clusters_reports.asp
55 OECD ‘Boosting Innovation: the Cluster Approach’ (1999), ‘Innovative Clusters: Drivers of 
National Innovation System’ (2001) 
56 研究開発型ベンチャープロジェクト最終報告書：2003年 5月 27日、総合科学技術会議本会議に
て意見具申として取りまとめ（http://www8.cao.go.jp/cstp/siryo/haihu28/siryo5-2.pdf） 
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  以上の考え方を概念図として示すと、図表 5-1のようになる。 
 













































I:IT,　 B:Bio, 　N:Nano-tech,  E:Environment、　地：地域クラスター


















                                                  
57 マイケル・E・ポーター著、竹内弘高訳『競争戦略論II』竹内弘高訳（ダイヤモンド社、1999年） 
p119 及びE.A.ファイゲンバウム、D.J.ブルナー著、西岡幸一訳『起業特区で日本経済の復活を』（日
本経済新聞社、 年）参照2002  
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期待したく思います。                           （了） 
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